
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

○主体的に里山の利活用を行う地域の育成（H28：5地域）

（H29までの計画28地域に対する単年度分）

○平成28年度補正予算において、成果目標（実施地域）を10地域から5地域に変更した。

Ｈ28
H29

目標

H27末

目標 成果 達成状況

12

合計

H28事業実績

H28 H29

（当初） （決算） （当初）

里山活用推進リーダー育成

事業

補助金

機材のレンタル、専門技術者の派遣

補助率：定額300千円

3,000 1,320 6,000

施策展開

3,000 1,320

成果目標の達成状況

項目 H26末

ー 5 5 達成

6,000

地域が主体的に里山の利活用を行えるよう、地域のリーダーを育成し、リーダーを中心とした継続する地域活動を進める。

成果目標：主体的に里山の利活用を行う地域の育成（H29までに28地域）

○地域が主体的に活動するためにはリーダーとなる人材の育成が必要。

○里山の資源を活かすための専門的な知識や技術者が地域で不足。

○サラリーマン林家等により、森林整備作業の安全確保が困難。

○林業技術等を有する林業研究グループ等と地域との連携が希薄。

3,000 6,000

合計（A) 3,000
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29年度

当初予算 3,000

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法

事業番号 10 02 21 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名

里山活用推進リーダー育成事業里山活用推進リーダー育成事業里山活用推進リーダー育成事業里山活用推進リーダー育成事業

(森林づくり県民税活用事業)(森林づくり県民税活用事業)(森林づくり県民税活用事業)(森林づくり県民税活用事業)

担

当

課

部局 林務部

課・局・室 信州の木活用課

4　様々な主体の関わりによる森林の適正管理と多様な利活用の推進 実施期間 H27 ～

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

長野県森林づくり県民税条例

長野県森林づくり県民税活用事業

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail ringyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-4 森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針 ４－３　信州創世を担う人材の確保・育成

補正予算 -1,500

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

前年度繰越

Aの

財源

1,500 6,000

3,000 1,500 6,000

概　算

人件費

2 2 2.00

16,552

2,927 1,320

新たな里山の利活

用実施地域(地域)

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

地域自らが里山の資源を有効活用する取組みは、里山の継続的な保全に必要なことから、事業内容を見直すとともに地域指導を行いな

がら事業を継続実施する。

目標に対

する成果

の状況

里山活用の地域への働きかけにより、目標のとおり達成できた。

 概算事業費（B（A）+C） 19,479 17,148 21,828

15,828 15,828

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額


